
防災力向上に向けて
令和７年度白石市消防団春季消防演習

　４月６日、白石川緑地公園で「令和７年度白石
市消防団春季消防演習」が行われました。演習に
は消防団員約500人が参加し、部隊訓練や実
地放水を行い、日頃の訓練成果を披露しました。
我
あが
妻
つま
一
いち
雄
お
消防団長は「今年もすでに火事が５件

発生しており、皆さんの協力をもって火事をい
くらでも少なくしたい」と話してくれました。

小さな絵師たち
市内小学生による「こけしの絵付け」体験

　４月11日、福岡小学校でこけしの絵付け体
験が行われました。この絵付け体験は、こけし
工人を講師に迎え、市内の小学校６年生を対象
に実施。児童の作品は「第67回全日本こけし
コンクール」会場に展示されます。体験した児
童は「色をつけるのが大変だった」と話してく
れました。

▲放水ホース数が昨年の2倍となった圧巻の一斉放水！

個性を伸ばす教育を
白石きぼう学園「令和７年度新たな門出を祝う会」

　４月15日、白石きぼう学園で「新たな門出を
祝う会」と題した入学式が行われました。今年度
は昨年より７人多い11人の中学１年生が入学。
我妻校長は「皆さんの入学を歓迎します。自分
の良いところに気づき、個性を伸ばしましょ
う。」などとあいさつ。同校には今年度、小中
学生合わせて35人の児童生徒が在籍します。

▲入学した生徒を歓迎する我
あが

妻
つま

聡
さと

美
み

校長

春を告げるミズバショウ
水芭蕉の森開園式

　４月10日、福岡深谷地内にある「水芭蕉の
森」の開園式を行いました。同園は約５万本の
ミズバショウが群生しており、毎年春の訪れを
告げるかわいらしい花を目当てに多くの方が訪
れ、憩いの場として親しまれています。訪れた
参加者は、園内の遊歩道を散策し芽吹き始めた
ミズバショウを楽しんでいました。

▲水芭蕉の森開園式でテープカットをする関係者

▲真剣にこけしの絵付けに取り組む児童
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フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t

応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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問農林課　☎22-1253

～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

市内の農産物
直売所情報▶

伝統の保存食「笹
ささ

巻き」
　宮城県南では、端午の節句の時期に、子どもの健やかな
成長を願って笹巻きが作られてきました。笹の葉には防腐
作用があり、昔から食品の保存に重宝され、田植え時のお
やつとしても活躍したと言われています。
　市内では、おもしろいし市場やバーバ工愛市で販売して
います。ほのかな笹の葉の香りとやさしい風味をぜひお楽
しみください。▲ 食べる際は葉を外し、きな粉をつけてお召し上が

りください
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